
『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻 

五
七

『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻

　
　
―
―
テ
キ
ス
ト
、
現
代
語
訳
と
註
（
二
）
第
一
段
第
一
節
へ
の
註
―
―*

 

新　

井　

一　

光

略
号
及
び
参
考
文
献

蒐
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
大
修
館
書
店
、
全
二
六
巻
、
一
九
七
四
–
一
九
八
二
年
。

大
正　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
大
正
新
脩
大
蔵
経
〔
巻
・
文
献
番
号
の
順
で
示
す
。〕

D
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＝D
aśabhūm

ikasūtra: 

近
藤
隆
晃
校
訂
『
梵
文
大
方
広
仏
華
厳
経
十
地
品
』
東
京
、
一
九
三
六
年
。

『
華
厳
五
教
章
』　　
　
　
　
　
　
　

＝
『
華
厳
一
乗
教
義
分
斉
章
』
大
正
四
五
・
一
八
六
六

『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』　　
　
　
　

＝
大
正
三
五
・
一
七
三
五

『
十
地
経
論
』　　
　
　
　
　
　
　
　

＝
大
正
二
六
・
一
五
二
二

『
菩
提
心
義
抄
』　　
　
　
　
　
　
　

＝
『
胎
蔵
金
剛
菩
提
心
義
略
問
答
抄
』
大
正
七
五
・
二
三
九
七

『
天
台
本
覚
論
』　　
　
　
　
　
　
　

＝
多
田
厚
隆
等
編
『
天
台
本
覚
論
』〔
日
本
思
想
体
系
九
〕、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
。

新
井 

一
光
「『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
六
–
一
、

二
〇
一
七
年
、
一
四
〇
–
一
四
四
頁
。

新
井 

一
光
「『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
テ
キ
ス
ト
、
現
代
語
訳
と
註
（
一
）」『
宗
学
研
究
紀
要
』
三
一
、
二
〇
一
八
年
、
一
一
九
–
一
九
一

頁
。

　
　
＊  

本
論
は
、
新
井
﹇
二
〇
一
八
﹈
の
続
編
で
あ
り
、
そ
こ
で
発
表
し
た
テ
キ
ス
ト
及
び
現
代
語
訳
へ
の
註
で
あ
る
。
新
井
﹇
二
〇
一
八
﹈
の
訂

正
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
二
六
頁
三
行
（
誤
）
正
法
眼
蔵
デ
ハ　
（
正
）
正
法
眼
蔵
〔
ニ
〕
テ
ハ



『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻 

五
八

大
久 

保
良
峻
「
安
然
の
教
学
に
お
け
る
空
海
」『
天
台
学
報
』
三
七
、
一
九
九
五
年
、
四
四
–
五
一
頁
。

河
村 
孝
道
『
正
法
眼
蔵
の
成
立
史
的
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
七
年
。

木
村 
清
孝
「
興
教
大
師
覚
鑁
に
お
け
る
華
厳
教
学
の
批
判
と
受
容̶

̶

「
心
」
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
」『
興
教
大
師
八
百
五
十
年
御
遠
忌
記
念
論
集　

興
教
大
師
覚
鑁
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
九
二
年
、
一
八
五
–
一
九
八
頁
。

松
本
史
朗
「『
解
深
密
経
』
の
「
唯
識
」
の
経
文
に
つ
い
て
」『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
六
一
、
二
〇
〇
三
年
、
一
四
一
–
二
二
四
頁
。

栁
澤 

正
志
「
日
本
天
台
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
唯
心
偈
の
受
容
を
巡
っ
て
」『
天
台
学
報
』
四
六
、
二
〇
〇
三
年
、
一
四
二
–
一
四
八
頁
。

山
内 

舜
雄
『
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
の
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
。

山
内 

舜
雄
『
第
五
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
の
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
五
年
。

　

表
題　
三
界
唯
心
第
四
十
一　
「
第
四
十
一
」
は
七
十
五
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
列
次
番
号
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
『
抄
』
が
七
十
五
巻
本
に
基

づ
い
て
著
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
下
の
「
正
法
眼
蔵
〔
ニ
〕
テ
ハ
三
十
二
ナ
リ
」
は
六
十
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
列
次
番
号
で
あ
る
が
、

總
持
寺
本
『
抄
』
に
は
な
い
。

　

な
お
、『
抄
』
第
三
十
一
「
諸
悪
莫
作
」
巻
の
末
尾
に
は
「
三
十
二
ハ
三
界
唯
心
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
三
十
二
」
は
、
七
十
五
巻
本
で

は
「
伝
衣
」
巻
で
あ
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
現
行
の
泉
福
寺
所
蔵
の
『
抄
』
が
書
写
さ
れ
た
時
点
で
、
末
尾
に
こ
れ
を
記
し
た
者
は
少
な
く
と

も
六
十
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
存
在
、
も
し
く
は
列
次
番
号
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。『
正
法
眼
蔵
』
編
輯
の
事
情
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
、
特
に
河
村
﹇
一
九
八
七
﹈、
四
七
六
–
四
七
七
頁
、
六
七
〇
–
七
四
五
頁
参
照
。

　

第
一
段

１ 　
三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
。
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
。　
『
抄
』
に
お
い
て
「
華
厳
経
文
ナ
リ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
六
十
華

厳
』「
三
界
虚
妄
、
但
是
心
作
」（「
十
地
品
第
二
十
二
」、
大
正
五
五
八
下
一
〇
）
＝
『
八
十
華
厳
』「
三
界
所
有
、
但
是
一
心
」（「
十
地
品
第
二
十

六
」、
大
正
一
九
四
上
一
四
）
の
経
文
を
一
応
典
拠
と
し
て
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
文
字
通
り
の
引
用
で
は
な
い
こ
と
に
若
干
注
意
を
要

す
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、『
六
十
華
厳
』
と
『
八
十
華
厳
』
で
は
、「
三
界
唯
一
心
」
や
「
心
外
無
別
法
」
と
表
現
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、



『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻 

五
九

こ
れ
ら
の
二
つ
の
漢
訳
に
は
微
細
な
差
異
が
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
と
訳
を
示
そ
う
。

　
　

D
Bh 98,10: cittam

ātram
 idam

 yad idam
 traidhātukam

.

　
　

 

こ
れ
、
即
ち
（yad idam

）、
三
界
に
属
す
る
も
の
（traidhātuka

）
は
、
心
だ
け
（cittam

ātra

）
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、『
六
十
華
厳
』
に
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
テ
キ
ス
ト
に
は
な
い
「
虚
妄
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
他
方
、『
八
十
華
厳
』
に
は
、
や
は
り
こ

の
テ
キ
ス
ト
に
は
な
い
「
一
」
が
訳
文
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
語
は
訳
者
に
よ
る
付
加
と
考
え
ら
れ
る
が
、
問
題
の
「
三
界
唯
一
心
」
と
い
う

引
用
が
、『
六
十
華
厳
』
と
『
八
十
華
厳
』
の
二
つ
の
漢
訳
に
文
字
通
り
の
表
現
を
求
め
ら
れ
な
い
の
は
幾
分
奇
妙
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
経
文

の
意
義
に
つ
い
て
、
松
本
﹇
二
〇
〇
三
﹈、
二
一
一
–
二
一
二
頁
参
照
。

　

し
か
る
に
、「
三
界
唯
一
心
」
と
い
う
表
現
は
い
つ
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
で
は
、
法
蔵
（
六
四
三
–
七
一
二
）

の
『
華
厳
一
乗
教
義
分
斉
章
』
に
お
い
て
、「
又
如
十
地
経
云
。
三
界
虚
妄
唯
一
心
作
。」（
大
正
四
八
五
上
二
三
–
二
四
）
と
い
う
二
つ
の
漢
訳
を
合

わ
せ
た
よ
う
な
経
文
が
認
め
ら
れ
る
。『
六
十
華
厳
』
に
は
「
但
是
心
作
」
と
出
て
お
り
、「
一
」
と
い
う
語
は
な
い
か
ら
、
法
蔵
が
こ
こ
に
「
一
」

を
付
加
し
た
と
一
応
想
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
澄
観
（
七
三
八
–
八
三
九
）
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』
に
は
、「
四
有
云
。
以
唯
識
為
宗
。
経
説
三

界
唯
一
心
現
心
。
如
工
画
師
故
。」（
大
正
五
二
二
上
二
–
四
）
と
し
て
、「
三
界
唯
一
心
」
の
経
文
が
見
出
さ
れ
る
が
、「
三
界
唯
一
心　

心
外
無
別

法
」
と
い
う
句
で
は
な
い
。
ま
た
、『
十
地
経
論
』
に
は
、「
経
曰
。
是
菩
薩
作
是
念
。
三
界
虚
妄
但
是
一
心
作
」（
大
正
一
六
九
上
一
五
）
と
出
て
お

り
、
こ
こ
に
は
、
原
文
の “cittam
ātra” 

に
は
な
い
「
一
」
が
付
加
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
用
例
の
い
ず
れ

に
つ
い
て
も
、『
十
地
経
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
テ
キ
ス
ト
で
は
、
こ
の
経
文
の
直
後
に
、“ekacittasam

āśritāni”

（D
Bh 98,12

）
と
説
明
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、「
一
」
を
付
加
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
「
三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
」
と
い
う
文
字
通
り
の

成
句
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
日
本
の
文
献
に
お
い
て
そ
の
典
拠
は
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
栁
澤
正
志
氏
は
、
日
本
天
台
の
文
献
で
最
初
の

引
用
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
最
澄
撰
と
さ
れ
る
『
法
華
長
講
会
式
』
を
指
摘
す
る
が
、『
法
華
長
講
会
式
』
に
は
撰
述
に
つ
い
て
問
題
が
認
め
ら

れ
る
点
、
ま
た
、『
本
理
大
綱
集
』
や
『
修
禅
寺
相
伝
私
注
』
に
も
引
用
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
偽
撰
書
で
あ
る
点
を
問
題
視
し
、
こ
の
偈
を
引
用
し

た
文
献
と
し
て
確
実
に
遡
れ
る
も
の
と
し
て
、
光
定
疑
、
宗
頴
答
『
唐
決
』
を
挙
げ
て
い
る
（
栁
澤
﹇
二
〇
〇
三
﹈、
一
四
二
–
一
四
三
頁
）。
氏
は

ま
た
、
こ
の
偈
が
最
澄
が
入
唐
し
た
頃
に
は
作
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
中
国
天
台
の
中
で
作
ら
れ
た
と
推
定
し
、
日
本
で
は
光
定
以
降
、
安



『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻 

六
〇

然
が
『
胎
蔵
金
剛
菩
提
心
義
略
問
答
抄
』（『
菩
提
心
義
抄
』
と
略
す
）
巻
二
に
お
い
て
言
及
し
、
次
い
で
、
叡
山
浄
土
教
文
献
並
び
に
本
覚
思
想
文

献
に
盛
ん
に
引
用
さ
れ
る
に
至
る
と
論
じ
て
い
る
（
栁
澤
﹇
二
〇
〇
三
﹈、
一
四
四
–
一
四
七
頁
）。

　

こ
れ
ら
の
関
連
文
献
に
お
い
て
、『
菩
提
心
義
抄
』
は
、
草
木
成
仏
に
関
連
し
て
「
三
界
唯
一
心
」
の
句
を
引
用
し
て
い
る
点
だ
け
で
な
く
（
大
正

七
五
、
四
八
七
中
六
–
七
）、
詮
慧
が
「
三
界
唯
一
心
」
の
句
を
説
明
す
る
と
き
引
き
合
い
に
出
す
偈
で
あ
る
「
心
王
大
日
尊
、
心
数
曼
陀
羅
、
三
界

唯
一
心
、
心
外
無
別
法
」（
大
正
七
五
、
四
九
四
下
二
四
–
二
五
）
を
引
用
し
て
い
る
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。
後
者
に
関
し
て
、
す
で
に
大
久
保
良
峻

氏
は
五
供
養
に
関
す
る
偈
文
に
関
す
る
考
察
に
お
い
て
、
こ
の
偈
が
空
海
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
大
久
保
﹇
一
九
九
五
﹈、
四
六

–
四
八
頁
）。

　

ま
た
、
所
謂
「
天
台
本
覚
法
門
」
の
文
献
と
さ
れ
る
『
本
理
大
綱
集
』
や
『
修
禅
寺
相
伝
私
注
』
に
お
け
る
「
三
界
唯
一
心
」
の
句
の
引
用
（
引

用
個
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
天
台
本
覚
論
』
二
〇
頁
、
四
〇
頁
）
に
関
連
し
て
、
す
で
に
私
は
、「
三
界
唯
心
」
巻
に
お
け
る
『
法
華
経
』「
如
来
寿
量

品
」
に
お
け
る
「
不
如
三
界
、
見
於
三
界
」
の
経
文
の
解
釈
に
関
し
て
、
道
元
の
思
想
が
、
所
謂
「
天
台
本
覚
法
門
」
と
相
似
す
る
こ
と
に
つ
い
て

論
じ
た
時
、『
修
禅
寺
相
伝
私
注
』
に
お
い
て
、「
不
如
三
界
、
見
於
三
界
」
の
経
文
と
と
も
に
「
三
界
唯
一
心
」
の
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
た
（
新
井
﹇
二
〇
一
七
﹈
参
照
）。

　

こ
れ
ら
の
引
用
関
係
は
、
草
木
成
仏
や
所
謂
「
天
台
本
覚
法
門
」
に
対
し
て
、
道
元
や
詮
慧
、
経
豪
が
い
か
な
る
見
解
を
持
っ
て
い
た
か
、
そ
の

思
想
史
上
の
関
係
を
示
す
点
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
の
「
三
界
唯
一
心
」
の
句
に
つ
い
て
、
天
桂
は
『
正
法
眼
蔵
弁
註
』
に
お
い
て
、「
真
言
密
言マ

マ

諸
秘
釈
第
八
三
界
唯
心
釈
ニ
四
句
連
綿
シ

テ
見
ヘ
タ
リ
」
と
説
明
し
て
い
る
か
ら
（
蒐
書
一
五
、
三
七
六
上
八
–
九
）、
そ
の
典
拠
を
興
教
大
師
覚
鑁
（
一
〇
九
五
–
一
一
四
三
）
の
『
三
界
唯

心
釈
』
と
見
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
三
界
唯
心
釈
』
に
関
し
て
、
木
村
清
孝
﹇
一
九
九
二
﹈
参
照
。

　

し
か
る
に
、
こ
の
句
に
つ
い
て
詮
慧
は
「
常
ニ
聞
ト
云
ヘ
ド
モ
未
心
得
ニ
似
タ
リ
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
一
方
、
経
豪
は
「
余
方
ニ
モ
口
遊ズ

サ
ミス
ル

経
文
ナ
リ
。
但
其
義
カ
ハ
ル
ベ
キ
カ
。」
と
述
べ
て
詮
慧
と
同
様
の
説
明
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
二
人
の
説
明
が
こ
の
時
代
に

「
三
界
唯
一
心
」
の
句
が
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
、
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
二
人
の
註
釈
者
は
、
そ
の
よ
う
な

一
般
的
な
解
釈
を
否
定
的
に
見
な
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

詮
慧
は
こ
の
四
句
を
ま
と
め
て
一
句
と
見
な
し
、
そ
の
「
至
極
ス
ル
所
ヲ
一
」
と
取
っ
て
「
仏
乗
」
と
「
大
乗
」
と
説
い
た
上
で
、「
一
乗
」
を
最



『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻 

六
一

も
高
次
に
あ
る
概
念
と
し
て
説
明
す
る
が
、
そ
の
際
「
一
草
ト
モ
云
ガ
如
シ
」
と
「
一
草
」
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
山
内
舜
雄
博
士
は
こ
れ

に
つ
い
て
「
宗
意
か
ら
は
「
一
草
」
と
も
い
う
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
（
山
内
﹇
一
九
九
五
﹈、
四
三
九
頁
）、
詮
慧
に
よ
る
説
明
も
な
く
、
い
か

な
る
「
宗
意
」
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
何
故
こ
こ
に
唐
突
に
「
一
草
」
と
い
う
語
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。

詮
慧
は
、
こ
れ
に
続
い
て
、「
真
言
教
ニ
ハ
」
と
始
め
て
、
先
に
掲
げ
た
「
心
王
大
日
尊
、
心
数
曼
陀
羅
、
三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
」
の
偈
を
掲

げ
る
が
、
詮
慧
の
意
図
は
、
こ
の
偈
で
説
か
れ
る
よ
う
な
「
心
」
を
定
立
す
る
こ
と
を
避
け
、「
三
界
ヲ
三
界
ノ
如
ク
ニ
見
ム
ズ
ル
ナ
リ
」
と
述
べ

て
、「
三
界
唯
一
心
」
の
意
味
を
正
に
「
三
界
」
を
説
く
も
の
と
し
て
主
張
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
経
豪
は
、「
余
方
」
に
お
い
て
は
三
界
を
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
で
あ
り
、
一
切
の
法
、
六
道
輪
廻
等
も
心
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と

説
明
し
、
そ
の
よ
う
な
理
解
に
お
い
て
は
、「
心
ノ
上
ニ
三
界
ヲ
モ
タ
セ
テ
」、
即
ち
〝
心
の
上
に
お
い
て
三
界
を
持
た
せ
て
（
あ
る
い
は
、
保
た
せ

て
）〞「
三
界
唯
一
心
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
三
界
唯
一
心
」、
つ
ま
り
三
界
唯
心
の
意
味
の
字
義
通
り
の
理
解
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
経
豪
は
、「
但
其
義
カ
ハ
ル
ベ
キ
カ
」
と
述
べ
て
三
界
唯
心
の
意
味
を
字
義
通
り
に
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、「
所
詮
三
界
ト
ハ
、

此
心
仏
及
衆
生
ノ
三
」
で
あ
る
と
い
う
独
自
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
三
無
差
別
ト
ハ
、
心
ト
談
ズ
ル
ト
キ
心
外
ニ
無
別
法
、
仏
ト
談

ズ
ル
ト
キ
ハ
仏
ノ
外
ニ
物
ナ
ク
、
衆
生
ト
談
ゼ
ム
ト
キ
ハ
全
衆
生
ナ
ル
ベ
シ
。
…
…
心
仏
衆
生
許
ノ
三
ニ
不
可
限
ナ
リ
」、
即
ち
、〝
三
無
差
別
と
は
、

心
と
論
じ
る
時
、
心
の
外
に
別
の
法
は
無
く
、
仏
と
論
じ
る
時
は
、
仏
の
外
に
物
は
な
く
、
衆
生
と
論
じ
よ
う
と
す
る
時
は
、
す
べ
て
の
衆
生
で
あ

る
。
…
…
し
か
も
ま
た
心
と
仏
と
衆
生
ば
か
り
の
三
つ
に
限
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
〞
と
説
明
し
て
、「
余
方
」
に
お
け
る
解
釈
を
否
定
す
る
の
で
あ

る
。
経
豪
は
、
続
い
て
、「
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
」
に
先
立
つ
二
句
「
如
心
仏
亦
然　

如
仏
衆
生
然
」（『
六
十
華
厳
』
大
正
四
六
五
下
二
八
–

二
九
）
を
引
用
し
、「
心
ト
仏
ト
衆
生
ト
此
三
ヲ
取
合
テ
無
差
別
ト
談
ズ
ル
ニ
テ
ハ
ナ
キ
ナ
リ
。
是
祖
門
所
談
ナ
ル
ベ
シ
。」
と
述
べ
て
、
心
、
仏
及

び
衆
生
の
三
者
を
無
差
別
な
も
の
と
す
る
解
釈
を
否
定
す
る
こ
と
を
祖
門
の
見
解
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
明
か
ら
我
々
が
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

経
豪
の
意
図
は
、
こ
れ
ら
の
三
者
の
無
差
別
性
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
三
者
の
中
、
特
に
第
三
に
力
点
を
お
い
て
「
衆
生
ト
談
ゼ
ム
ト
キ
ハ
全
衆
生

ナ
ル
ベ
シ
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
衆
生
」
と
い
え
ば
、「
全
衆
生
」
と
し
て
顕
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
続
）


